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し
て
ゆ
く

民
く

。
ょ
う
に

多
く

闘
が

C
よ
う
に

し

の
新
川
和
江）

一
九
九二
年
九
月二
十
九
日 、
そ
れ

は
臼
中
国
交
正
常
化二
十
年
で
あ
り 、

同
時
に
口
台
断
交
の二
十
年
に
当
た

る 。
と
く
に
近
年
は 、
脱
社
会主
義
と

脱
冷
戦
と
い
うこ
つ
の
座
標
軸
を
中
心

に
国
際
環
境
は
大
き
く
変
動
し 、
中
国

を
め
ぐ
る
国
際
関
係
お
よ
び
日
中・
ロ

台
関
係に
も
大
き
な
変
化
が
あっ
た 。

こ
う
し
た
問
題
点
を
踏
ま
え
て二
十

年
を
振
り
返
る
と 、
日
中
国
交
正
常
化

が
実
現
し
た
七二
年
秋 、
中
国
で
は
文

化
大
革
命
の
ほ
と
ぼ
り
が
ま
だ
冷
め
切

ら
な
い
こ
ろ
だっ
た 。
前
年
に
は
林
彪

明
件
（
「
毛
沢
東
の
親
密
な
職
友」
と

さ
れ
た
中
国
共
産
党
副
主
席
の
ナ
プ
に

満
ち
た
失
脚）
が
起
き 、
政
治
状
況
は

安
定
し
て
い
な
かっ
た 。
毛
沢
東
体
制

は
来
期
的症
状
を
幣
び 、
七
四
年
に
は

部
小
平
が
復
活
し
て
翌
年
か
ら
周
恩
来

を
中
心
に
「
四つ
の
現
代
化」
を
標
ぼ

う
す
る
脱
文
革
の
非
毛
沢
市川
化
政
策
を

取
り
始
め
た 。
が 、
こ
れ
に
対
す
る
抵

抗
も
根
強
く、
七
六
信十一
月
の
周
恩
来

の
死
は 、
第一
次
天
安
門
事
件
（
同
年

四
月
の
大
暴動）
へ
とつ
な
が
り 、
卸

小
平
は
再
失
脚
し
た 。
九
月
に
は
毛
沢

東
が
死
去
し
て
華
国
鋒
が
栂
力
を
継
京

し 、
翌
月
に
は
毛
沢
東
未亡
人
の
江
胃

ら
四
人
組
が
泌
摘
さ
れ
る
北
京
政
変
が

起
き
た 。

④ 

中
国
圏
内
が
こ
の
よ
う
な
状

況
に
あっ
て
は 、
日
中
関
係
が

安
定
す
る
す
べ
は
な
かっ
た

が 、
七
八
年
末
か
ら
は 、
再復

活
し
て
い
た
部
小
平
の
現
代
化

路
線
が
刀
を
得 、
翠
国
鈍
体
制

が
朋
臨
す
る
過
程
で
は
部小
平

来
日
と
い
う
セ
レ
モ
ニ
ー

も
あ

っ
た 。部

小
平来
日
と
前
後
し
て
中

越
戦争
が
ぽっ
発
し
た 。
国
交

正
常
化
の
際
の
日
中
共
同
声
明

以
来 、
「
反
翻
椴」
を
唱
え
て

き
た
中
闘
が 、
自
ら
は
踊
相
国

家
の
装
勢
を
示
し 、
日
本
国
民

の
疑
念
を
強
め
さ
せ
た 。
に
も
か
か
わ

ら
ず
日
中
関
係
が
上
向い
た
の
は、
七

八
年
八
月
に
日
中
平
和
友
好
条
約が
締

結
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る 。

だ
が 、
そ
の
後
の
臼
中
関
係
も
安
定

的
で
は
な
く、
八二
年
夏
に
第一
次
教

科
世
間
闘
が
起
き
た 。
「
侵
略」
の
字

句
を
め
ぐ
る
中
国
側
の
盗
勢
は
ま
さ
に

内
政
干
渉
に
等
し
かっ
た
が 、
日
本
の

低
限宮
勢
外
交
に
よっ
て一
応
決
お
し

た 。
八
四
年
に
は
中
曽
根
首
相の
靖
国

嶺雄氏中嶋

神
社
参
拝
を
め
ぐっ
て 、
中
国
側
が
再

び
硬
化
し
た 。
A
級
戦犯
の
問
題
も
関

係
し
て
こ
じ
れ
る
な
か 、
次
い
で
出
た

の
が
八
六
年
夏
の
「
新
編
日
本
史」
を

め
ぐ
る
第二
次
教
科
由
問
題
で
あ
る 。

こ
の
事
件
も、
理
屈正
行
文
相の
辞
任

と
同
年
秋
の
国
連
に
お
け
る
中
曽
服・

組
紫
陽
会
談
で
再
び
政
治
決
着
が
図
ら

れ
た
が 、
日
本
国
民
に
あ
る
種
の
屈辱

感
や
中
国
に
対
す
る
反
発
を
残
し
た 。

の
繰
り
返
し
は 、
中
国
が
日
本
に
対
b

て
常
に
日
後
勢
に
出
る
こ
と
を
誘
う
ご

と
に
な
る 。

そ
う
し
た
時 、
八
九
空ハ
月 、
天
安

門
事
件
が
起
き
た 。
中
国
に
とっ
て
の

悲
劇
は 、
出
敵
や
旧
ソ
迎
の
社
会
主
義

解
体
につ
な
が
る
歴
史の
起
爆
剤
に
は

なっ
た
が 、
日
中
関
係
は
再
び
冷
却
化

し
た 。
西
側
諸
国
が
人
権
抑
圧
に
も
極

め
て
厳
し
い
態
度
を
取
り
続け
る
な
か

日
本
国
民
は
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
を
学
ん

だ 。
あ
の
日
中
国
交
正
常
化
を
も
た
ら

し
た
時
の
熱
気
か
ら
す
れ
ば 、
国
民
の

対
中
感
情
は
冷
え
きっ
て
い
る 。
付
和

国
間
の
先
走
り
が
逆
に
日
中
関
係
を
台

な
し
に
し 、
同
時
に
中
国
の
対
日
政
策

そ
の
も
の
が
臼
本
国
民
の
反
発
を
呼
ん

で
い
る
と
も
言
え
よ
う 。

他
方 、
日
中
関
係
の
裏
側
に
は 、
も

う一
つ
の
座
標
軸
と
し
て
日
台
関
係
が

続

く

過

度

の

偏

重

と

軽

視

現

実

に

即

し

た

外

交

展

開

を

中
国
側
も
本心
か
ら
納
得
し
た
の
で
は

な
かっ
た 。

こ
れ
ら
の
問
題
は
八
七
年
の
京
都
の

光輩出試
問
題
の
裁
判
を
め
ぐ
る
日
中
原

擦
に
も
深
刻
な
影
を
投
じ
た
も
の
の、

八
八
年
に
は
竹
下
首
相
が
訪
中
し 、
八

千
百
億
円
に
も
上
る
第三
次
円
借
散
を

約
束
し
た 。
し
か
し 、
中
国
に
謝
罪
し

て
は
経
済
援
助
を
申
し
出
るパ
タ
ー

ン
で 、
日
本
だ
け
は
九一
年
互
に
海
部
首

相
が
訪
中
し
た 。
九二
年
春
に
は
江
沢

民・
共
産

基筈
記
も
来
日
し
た
が 、

天
皇
訪
中
を
強
く
褒
制
し
た
以
外 、
臼

本
国
民
に
何
も
ア
ピ
ー

ル
で
き
な
かっ

た 。日
中
関
係二
十
年
は 、
実
に
多
く
の

曲
折
と
廓
擦
と
に
彩
ら
れ
て
き
た 。
日

中
友
好
の
掛
け
声
に
－もωか
か
わ
ら
ず 、

存
在
し
た 。
外
交
関
係
断
絶
後
の
蒋
介

石
の
死
（
七
五
年
四
月）
は 、
彼
が
終

戦
の
時、
「
以徳
報
怨」
（
怨
み
に
報

い
る
に
徳
を
以
て
す）
と
い
う
寛
大
な

政
策
を
とっ
た
こ
と
も
あっ
て 、
多
く

の
日
本
国
民
に
恒
偲
（
じ
く
じ〉
た
る

気
持
ち
を
残
し
た 。
台
湾
は
子息
の
蒋

経
同
総
統
が
引
き
継
ぎ 、
八
八
年
の
死

ま
で
の
約
十三
年
間 、
経
国
時
代
をつ

くっ
た 。
彼
は
台
湾
民
衆
か
ら
も
支
持

さ
れ 、
と
く
に
晩
年
に
数多
く
の
業
制

を
挙
げ
た 。
八
七
年
七
月
に
は 、
中
部

民
国
の
台
湾
移
転
以
来三
十
八
年
間
に

わ
たっ
た
戒
厳
令
を
解除
し
た 。

蒋経
国
総
統
の
柔
軟
路
線
を
受
け
継

い
だ
の
が
今
日
の
李
総晶
郎総
統
で 、
そ

の
開
明
的
な
政
策
と
ス
テ
l

ツマ
ン
シ

ッ
プ
に
よっ
て
台
湾
は
さ
ら
に
幽
進
し

た 。
昨
年
。
に
は
「
中
国
敵
国
条
項」

を
臆
止
し
て
中
固
と
の
関

係緩和
を
図

る一
方 、
今
年二
月 、
台
湾
民
衆
の
心

理
を
引
き
裂
い
て
い
た
コ一・
二
八」

（一
九
四
七
年
に
起
こっ
た
国
民
党
に

よ
る
台
湾
民
衆
鎮
圧
事
件）
の
総
点
検

を
図
る
な
ど 、
国
民
心
理
の
統
合
に
も

踏
み
出
し 、
担
数
政
党
制
の
導
入
と
併

せ
て
民
主
化へ
進
路
を
聞
い
た 。

二
十
年
前
の
日
中
国
交
正
常
化
当

時 、
台
湾
は
い
ま
に
も
消
え
去
り 、
中

国
に
の
み
込
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
見
方
が一
般
的
だっ
た 。
と
こ
ろ

が
今
日
で
は
逆
に
台
湾
の
経
済
的・
社

会
的
活
力
が
中
国
を
追
い
抜
き 、
台
湾

が
中
国
を
変
えつ
つ
あ
る
と
い
う
状
況

に
なっ
て
き
て
い
る 。

？ 
z� 

台
湾
の一
人
当
た
り
G
N
P
（
国
民

総
生
産〉
は
す
で
に一
万
米
”が
の
大
台

を
超
え 、
中
国
の
平
均
三
百
五
十
米
日

と
は
三
十
倍
近
い
差
が
出
て
い
る 。
人

口
が
中
国
の
六
十
分
の一
の
台
湾
が、

一
千
四
百
億
米
”が
と
中
国
を上
回
る
貿

易
総
額
を
達
成
し
て
い
る 。
の
み
な
ら

ず
外
貨
準
備
高
は
今
や
九
百
億
米
μ
に

迫
り
世
界一
で
あ
る 。
日
台
貿
易
（二

百
九
十
億
米
♂）
も
日
中
貿
易
（二
百

三
十
億
米
日）
よ
り
大
き
く、
人
の
往

来
も
日
中
間
よ
り
は
る
か
に
多
い 。

こ
う
し
た
現
実
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

政
治
的 、
外
交
的
に
は
依
然
と
し
て
臼

中
関
係
が
日
台
関
係
よ
り
圧
倒
的
に
優

先
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
非
対
称
性
に
こ

そ
大
き
な
問
題
が
あ
る 。
日
本
が
ア
ヲ

ア
の一円以
と
し
て 、
ま
た
西
側
諸
国
の

一
員
と
し
て
現
実
主
義
に
立
つ
の
な

ら、
こ
の二
十
年
間
に
大
成
長
し
た
台

湾
を
日
中
関
係
と
のバ
ラ
ン
ス
の
上
で

外
交
上
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
ゆ
く

か
が、
当
面
の
重
要
な
課
題
で
は
な
か

ろ
う
か 。
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